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１ 水    

２ 木  新 １ 年 生 保 護 者 会  
中 休 み マ ラ ソ ン 練 習 ①  

３ 金 保 健 講話   

４ 土   

５ 日   

６ 月 講 話  委 員 会 活 動  

７ 火 
泰 明 ﾀｲﾑ 

泰 明 読 書  
中 休 み マ ラ ソ ン 練 習 ②  

８ 水  安 全 指 導  

９ 木 
 中 休 み マ ラ ソ ン 練 習 ③  

1０ 金 泰 明 読書   

１１ 土  建 国 記 念 の 日  

１２ 日   

１３ 月 講 話  ク ラ ブ 活 動  福 祉 体 験 (4 ) 

１４ 火 
泰 明 ﾀｲﾑ 

泰 明 読 書  
 

１５ 水   

１６ 木  中 休 み マ ラ ソ ン 練 習 ④  

１７ 金 泰 明 読書  
福 祉 体 験 ( 4 ) 
 

１８ 土  

土 曜 学 校 公 開 日  
地 域 別 児 童 会  
命 と 心 の 授 業 ( 1 ､ 3) 
法 教 育 (5 ) 

１９ 日   

2０ 月 
講 話  
( 安 全 標 語 ポ

スター表 彰 )  
ク ラ ブ 活 動 (最 終 回 ) 

2１ 火 
泰 明 ﾀｲﾑ 

泰 明 読 書  

み ゆ き 通 り 清 掃  
囲 碁 教 室 ( 4 ) 
中 休 み マ ラ ソ ン 練 習 ⑤  

２２ 水  B 6   

２３ 木  天 皇 誕 生 日  

２４ 金 泰 明 読書  
た て わ り 班 集 会   
保 護 者 会 ( 6 ) 囲 碁 教 室 ( 4 ) 

２５ 土   

２６ 日   

２７ 月 講 話  委 員 会 活 動 (3月 分 )  

２８ 火 音 楽 朝会  
囲 碁 教 室 ( 4 ) 
中 休 み マ ラ ソ ン 練 習 ⑥  

『 毎日を充実させる  

「た・ち・つ・て・と」』      
副校長 栗本 元子 

先 日 は 、 学校 公 開 に多 く の 保護 者 の 方が

参 観 に 来 てく だ さ り、 あ り がと う ご ざい ま

し た 。 新 型コ ロ ナ ウイ ル ス 感染 症 対 策と し

て 、 限 ら れた 時 間 の公 開 に なり ま し たが 、

お 子 さ ん の頑 張 っ てい る 様 子を 見 て いた だ

く い い 機 会に な り まし た 。  

さ て 、 令 和５ 年 が 始ま っ て １ヶ 月 が 過ぎ

ま し た 。 学校 で は 今の 学 年 のま と め をす る

と と も に 、次 の 学 年へ の 準 備を す る 時期 に

な っ て き まし た 。 そこ で 、 今月 は 毎 日を 充

実 さ せ る 「た ・ ち ・つ ・ て ・と 」 の キー ワ

ー ド を 紹 介し ま す 。  

 

「 た 」 ・ ・・ 体 力 向上  

体 育 の 時 間や 休 み 時間 に は 、体 を 思 いっ

き り 動 か そう  

「 ち 」 ・ ・・ 挑 戦  

や る 前 か ら諦 め な い。 ま ず 、 挑 戦 し てみ  

よ う  

「 つ 」 ・ ・・ つ な がり  

人 と 人 と のつ な が り。 地 域 や自 然 と のつ

な が り 。 様々 な も のと の つ なが り を 大切

に し よ う  

「 て 」 ・ ・・ 手 助 け  

困 っ て い る人 が い たら 、 自 分に で き るこ

と が な い かを 考 え て行 動 し よう  

「 と 」 ・ ・・ 友 達 を大 切 に  

ル ー ル を 守っ て み んな が 気 持ち よ く 過ご

せ る よ う にし よ う  
  

紹 介 し た 「た ・ ち ・つ ・ て ・と 」 は 決し

て 難 し い こと で は あり ま せ ん。 で も 、日 々

の 生 活 の 中で 、 自 分の 心 の 状態 が い つも 安

定 し て い るわ け で はあ り ま せん 。 心 の状 態

に よ っ て 、身 勝 手 な行 動 を して し ま うこ と

が あ る か もし れ ま せん 。 そ んな と き に、 こ

の 「 た ・ ち・ つ ・ て・ と 」 を思 い 出 し 、 自

分 の 行 動 を振 り 返 るき っ か けに し て もら え

た ら と 思 って い ま す。 そ し て、 一 人 一人 が

次 の 学 年 に向 か っ て大 き く 成長 し て くれ る

こ と を 願 って い ま す。  

 

中央区立泰明小学校 第３８５号 
中央区銀座五丁目１－１３ 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２  

 

Taimei ・令和５・２ 

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

２月のカレンダー   こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  

（ ） は 実 施 す る 学 年 で す 。  



 

４年  福祉体験  

第 ４ 学 年 主 任   

林  恵 津   

４ 年 生 は 、 総 合 的な 学 習 の 時 間に 福 祉 体
験 と し て 「 点 字 体験 ・ ア イ マ スク 体 験 ・車
椅 子 体 験 」 を 行 いま す 。  

１ 月 ２ ３ 日 に は 点字 体 験 を 行 いま し た 。
字 の 仕 組 み や 、 打ち 方 を 教 え てい た だ き、
実 際 に 自 分 の 名 前や 、 文 字 を 点字 で 打 って
表 し ま し た 。 点 字を 打 つ と き は、 右 か ら左
へ 打 つ こ と に な かな か 慣 れ ず 、最 初 は 戸惑
っ て い ま し た が 、慣 れ て く る とど ん ど ん文
字 を 打 っ て い ま した 。  

講 師 の 先 生 の お 話を 聞 き 、 自 分た ち の 身
の 回 り に は た く さん の 点 字 が ある こ と に気
が つ き 、 「 何 て 書い て い る の か調 べ て みた
い 。 」 と 点 字 に 興味 を も っ て いま し た 。  

２ 月 は 、 ア イ マ スク と 車 椅 子 の体 験 を 行
い ま す 。  

 

 

 

席書会  書き初め展  

文 化 的 行 事 委 員 会  

本 多  麻 美   

３ 学 期 の 始 め に 、 新 年 恒 例 の席 書 会 を 行い ま し た 。 １ ， ２ 年 生 は 硬 筆、 ３ 年 生 以上 は

毛 筆 の 作 品 に 取 り組 み ま し た 。  

硬 筆 は 、 お 手 本 を よ く 見 な がら 、 集 中 して 書 き 進 め ま す 。 一 画 ず つ 丁寧 に 、 一 生懸 命

に 新 年 の 言 葉 を 書 き 、 新 た な一 年 へ の 清々 し い 気 持 ち を 感 じ る こ と がで き た こ とと 思 い

ま す 。 毛 筆 は 、 普 段 授 業 で 使 う も の よ り 大 き な 半 紙 を 使 い ま す が 、 文 字 の 大 き さ 、 位

置 、 字 形 な ど 、 様 々 な こ と を 配 慮 し な が ら 書 き 進 め ま す 。 こ ち ら も 集 中 力 を 要 し ま す

が 、 書 き 終 え た と き の 達 成 感は と て も 気持 ち の よ い も の で あ ろ う と 思い ま す 。 各学 年 の

目 標 を も と に 、 児童 そ れ ぞ れ が自 分 の めあ て を も っ て 取 り組 ん で い ま した 。  

 一 生 懸 命 書 い た 作 品 を 見 合う 、 書 き 初め 展 で は 、 自 分 や 友 達 の 作 品を 満 足 そ うに 鑑 賞

す る 様 子 が 見 ら れ ま し た 。 作品 の よ さ を伝 え 合 う お 手 紙 に は 、 友 達 への 温 か い 称賛 の 言

葉 が 並 ん で い ま し た 。 今 年 度は 保 護 者 の方 に も 参 観 し て い た だ く こ とが で き 、 冬休 み 前

か ら 練 習 し て き た 成 果 を 見 てい た だ く こと が で き ま し た 。 字 を 丁 寧 に書 く こ と の大 切 さ

に つ い て 、 親 子 で話 す よ い 機 会と な れ ば幸 い で す 。  

 

   
                

避難訓練  

生 活 指 導 部   

山 本  祥 子   

泰 明 小 学 校 で は 、地 震 や 火 災 、人 災 等 、
様 々 な 場 面 を 想 定し 避 難 訓 練 を行 っ て いま
す 。 月 に １ 度 、 年間 を 通 し て 計画 的 に 実施
し て い ま す 。  

１ ０ 月 の 火 災 を 想定 し た 避 難 訓練 の 際 に
は 、 京 橋 消 防 署  銀座 出 張 所 の方 に 来 てい
た だ き ま し た 。 火災 時 の 避 難 につ い て 全校
に お 話 を い た だ いた あ と 、 ５ 年生 の 児 童を
対 象 に 、 消 火 器 の使 用 法 に つ いて 教 わ り、
実 物 を 用 い た 実 習も 行 い ま し た。  

１ ２ 月 の 不 審 者 対応 訓 練 で は 、築 地 警 察
署 の 方 に 訓 練 に 参加 し て い た だき ま し た。
訓 練 後 の ご 講 話 では 、 校 外 で の不 審 者 対応
に つ い て も 教 わ り、 「 い か の おす し 」 の合
い 言 葉 や 、 防 犯 ブザ ー の 大 切 さに つ い て、
改 め て 学 ぶ こ と がで き ま し た 。ど ち ら の訓
練 も 、 大 変 有 意 義な 学 習 の 機 会と な り まし
た 。  

３ 学 期 は 、 こ れ まで の 訓 練 の 経験 を 活 か
し 、 予 告 な し の 避難 訓 練 を 実 施し ま す 。災
害 は い つ 起 こ る か分 か り ま せ ん。 突 然 の事
態 に も 、 冷 静 に 対応 で き る よ う、 「 お かし
も （ お さ な い ・ かけ な い ・ し ゃべ ら な い・
も ど ら な い ） 」 の約 束 を 守 り 、し っ か りと
訓 練 に 取 り 組 ま せて い き た い と考 え て いま
す 。 ご 家 庭 で も 定期 的 に 安 全 につ い て 話し
合 っ て い た だ け れば と 思 い ま す。  


